


○▶ 休業要請支援金（府・市町村共同支援金）負担金（※） 105,250 千円

○▶ 事業者向け各種制度申請サポート事業委託料（※） 2,000 千円

○▶ 農産物販売促進支援事業補助金（※） 7,000 千円

○▶ 外食産業アプリケーション開発運用業務委託料（※） 2,034 千円

　　　　　　　　○▶ 外食産業支援補助金（※） 5,000 千円

　　　　　　　　○▶ 商店街消費促進事業補助金（※） 4,000 千円

　　　　　　　　○▶ 緊急雇用対策森林環境保全事業 3,067 千円

　令和２年第２回定例会は、６月１日から６月２５日までの２５日間の会期で開催し、市長から

提出された議案等４９件を慎重に審議しました（提出議案の一覧は８ページに掲載）。

　また、６月１５日に議案及び一般に対する質疑質問が行われました（主な質疑質問は４ページ

から６ページに抜粋して掲載）。

※なお、今定例会においても新型コロナウイルス感染防止のため、「マスクの着用」、「こまめな
換気」、「入室時のアルコール消毒剤での手洗いの徹底」等の対策をとって運営をいたしました。

※ 6 月の定例会は、通常個人質問制で行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染症対応による
時間短縮のため、代表質問制で行いました。

○▶ 自転車駐車場定期購入者
　 への救済措置
　・使用できなかった期間の延伸又は還付

○▶ 国民健康保険・介護保険
　・保険料の減免

○▶ 国民健康保険・後期高齢者医療
　・傷病手当金制度の創設

○▶ 特別定額給付金事業（※）

 　6,926,413 千円

○▶ 子育て世帯臨時特別
　 給付金事業（※）

　 259,296 千円

○▶ 水道基本料金全額免除〔704 円×４カ月間〕

○▶ 避難所感染防止対策用
　 物資整備事業（※）

　 53,201 千円

○▶ 市立柏原病院医療器械備品購入費（※）　

　 3,116 千円

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

6月議会の概要6月議会の概要6月議会の概要

○▶ 小中学校ネットワーク構築業務

　〈契約金額 248,402 千円〉
　・校内高速 LAN 整備等



衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣府特命大臣、

総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣

市民目線に立った、端的で

わかりやすい情報提供を。

市民ニーズを把握し、迅速で

最大限の効果を生む対策を。

事業間連携や適切な実施時期

をとらえた中長期的な取組を。

　新型コロナウイルス感染拡大防止の取組に

関し、市において一層の対策強化が求められ

ていることを踏まえて、令和 2 年 5 月 14

日に、市議会でまとめた「新型コロナウイル

ス対策に関する提言」を中村議長が代表して

市長に提出しました。

議員一人あたり
月額４万円×3カ月間

議員一人あたり
月額３万円×3カ月間

議員一人あたり
６万円の予算執行を見送り

　新型コロナウイルス感染症の蔓延により、
今なお世界中の人々が脅威にさらされてい
る状況であるが、日本国内においては新た
な感染者数が減少しており、「新しい生活
様式」を取り入れた社会経済活動が段階的
に動き出したところである。
　しかしながら、新型コロナウイルス感染
拡大の防止のための外出自粛や休業要請等
により、市民生活や経済活動においては深
刻な影響が生じている。
　そのため、地方公共団体においても、国
を初めとする関係機関と連携して、生活支
援等の様々な対策に取り組んでいるが、市
民や事業者が安心して暮らすためにはさら
なる対策を講じていく必要がある。
　また、これから梅雨や台風の季節が到来
するに当たり、災害の発生が予見される中、

避難所における新型コロナウイルス対策の
徹底も喫緊の課題となっている。
　さらに今回の事態により、地域医療体制
の強化の重要性を改めて痛感したことから、
医療・検査体制の充実、医療従事者への支
援、外来・入院患者数が大幅に減少してい
る医療機関への財政的支援等に取り組んで
いく必要がある。
　よって、国においては、地方公共団体が
地域の実情に応じた感染症対策と経済対策
の取組を両立して進めていくため、引き続
き積極的な財政支援策を継続的に構築され
ることを強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により
意見書を提出する。

大阪府柏原市議会大阪府柏原市議会



問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
を

検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
市

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
協
議

を
し
、
取
組
を
進
め
て
き
た

の
か
を
問
う
。

答　

国
の
第
１
次
補
正
予
算

額
１
兆
円
の
う
ち
、
地
方
単

独
事
業
費
を
対
象
と
し
た

本
市
の
交
付
限
度
額
は
約

２
億
６
千
万
円
で
あ
る
。
事

業
検
討
に
あ
た
り
、
各
部
局

と
協
議
を
行
い
、
地
域
の
命

を
守
る
取
組
や
暮
ら
し
を
支

え
る
取
組
を
重
視
・
優
先
し

た
上
で
、
感
染
症
に
強
い
地

域
経
済
の
実
現
な
ど
、
近
い

将
来
に
取
り
組
む
べ
き
施
策

に
つ
い
て
も
取
り
ま
と
め
て

い
る
。

問　

子
育
て
世
帯
へ
の
一
時

金
の
支
給
、
外
食
産
業
の
応

援
ア
プ
リ
導
入
、
マ
ス
ク
・

消
毒
液
な
ど
衛
生
消
耗
品
の

購
入
、
避
難
所
の
三
密
対
策

等
、
本
市
の
感
染
症
対
応
事

業
を
見
る
と
、
必
要
性
を
感

じ
ら
れ
る
も
の
の
、
国
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
示
す
事
例
を
そ

【
外
食
産
業
支
援
】

問　

外
食
産
業
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
導
入
の
効
果
を
問
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
売
り
上
げ

が
減
少
し
て
い
る
店
舗
に

と
っ
て
は
、
前
払
い
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
資
金
確
保
が
で
き

る
上
に
、
利
用
者
に
10
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
与
さ
れ
る

こ
と
で
店
舗
の
利
用
促
進
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　

会
派
で
提
出
し
た

『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
関
す
る
要
望

書
』
の
中
で
、
地
域
振
興
券

の
発
行
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
を
活
用
し
た
ポ
イ
ン
ト
還

元
の
し
く
み
を
つ
く
る
こ
と

等
を
提
案
し
、
こ
の
た
び
実

現
さ
れ
た
こ
と
に
大
変
感
謝

す
る
。
今
後
は
、
利
用
促
進

に
つ
な
が
る
よ
う
な
周
知
を

行
う
と
と
も
に
、
事
業
を
継

続
し
、
地
域
活
性
化
の
大
き

な
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

【
高
齢
者
施
策
】

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高

齢
者
施
策
に
つ
い
て
問
う
。

の
ま
ま
実
施
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
実
施
事

業
の
中
に
１
つ
ぐ
ら
い
は
、

地
域
に
根
差
し
た
独
自
性
の

あ
る
事
業
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。
地
域
の
実

情
を
知
り
尽
く
し
た
市
役
所

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
市
民

の
不
安
を
和
ら
げ
る
施
策
を

今
後
検
討
し
て
い
く
考
え
は

あ
る
の
か
。

答　

国
の
第
２
次
補
正
予
算

で
追
加
さ
れ
る
交
付
金
に
お

い
て
、
実
施
す
る
施
策
を
具

体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

要
望　

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
の

た
め
に
、
市
民
一
人
一
人
に

寄
り
添
え
る
よ
う
な
「
柏
原

モ
デ
ル
」
と
な
る
事
業
展
開

を
期
待
す
る
。

答　

外
出
自
粛
中
に
は
、
自

宅
で
で
き
る
体
操
資
料
を

ウ
ェ
ブ
へ
掲
載
し
、
緊
急
事

態
宣
言
解
除
後
に
は
、
地
域

の
活
動
を
対
象
に
感
染
防
止

チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
っ
た
。

今
後
は
感
染
拡
大
防
止
に
配

慮
し
、
段
階
的
に
全
事
業
を

再
開
し
て
、
高
齢
者
の
居
場

所
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

「
オ
ン
ラ
イ
ン
通
い

の
場
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
高
齢
者
の
活
動
増
進

を
図
り
、
介
護
予
防
に
資
す

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

の
活
用
も
有
効
と
考
え
る
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館

を
、
地
区
ご
と
の
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
高
齢
者

の
交
流
を
図
る
施
設
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。



問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
長
期
の
学
校

臨
時
休
業
の
影
響
を
受
け
て
、

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
取

組
の
現
状
を
問
う
。

答　

長
期
の
学
校
臨
時
休
業

の
際
に
は
、
児
童
生
徒
に
学

習
課
題
を
課
し
た
り
、
学
習

状
況
を
把
握
す
る
上
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
全
て
の

児
童
生
徒
の
学
び
を
保
障
で

き
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め

に
、
当
初
か
ら
計
画
し
て
い

た
小
中
学
校
の
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
に
加

え
、
令
和
４
年
度
ま
で
と
し

て
い
た
、
小
学
校
１
年
生
か

ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
児

童
生
徒
一
人
一
台
の
端
末
整

備
計
画
を
前
倒
し
し
て
、
今

年
度
中
に
整
備
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
る
。

問　

府
内
市
町
村
と
比
較
し

て
、
本
市
の
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
第
２
波
等
に
よ
る

学
校
の
臨
時
休
業
等
に
備
え

る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
市
に

お
い
て
は
、
水
道
の
基
本
料

金
４
カ
月
間
免
除
な
ど
様
々

な
事
業
を
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

万
全
を
期
す
た
め
に
、
さ
ら

な
る
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
国
の
補
正
予

算
で
措
置
さ
れ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
展

開
し
て
い
く
の
か
を
問
う
。

答　

国
の
第
２
次
補
正
予
算

で
措
置
さ
れ
た
交
付
金
の
概

要
で
は
、
家
賃
支
援
を
含
む

事
業
継
続
や
雇
用
維
持
等
を

使
途
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後

は
国
等
か
ら
の
詳
細
情
報
を

得
た
上
で
、
新
た
な
施
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　

当
該
交
付
金
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域

経
済
や
住
民
生
活
を
支
援
す

る
た
め
に
活
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
思
う
が
、
内
閣
府

が
作
成
し
て
い
る
交
付
金
の

活
用
事
例
集
に
、
「
雇
用
の

備
を
加
速
さ
せ
る
必
要
か
ら
、

一
人
一
台
端
末
整
備
の
早
期

実
現
、
家
庭
で
も
つ
な
が
る

通
信
環
境
の
整
備
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
・
人
材
を
一
体

と
し
た
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
７
月
か
ら
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
た
め
の
支
援

を
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
雇

用
し
、
円
滑
か
つ
効
果
的
に

運
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
お

り
、
府
内
他
市
町
村
に
遅
れ

る
こ
と
な
く
、
計
画
に
基
づ

き
、
着
実
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

要
望　

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
状
況
に
よ
る
格
差
を
生

じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
柏
原

の
未
来
あ
る
こ
ど
も
達
の
た

め
に
早
期
の
整
備
を
強
く
要

望
す
る
。

維
持
と
事
業
の
継
続
」
が
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
と

も
事
業
継
続
や
雇
用
維
持
へ

の
追
加
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
「
持
続
化
給
付

金
の
申
請
方
法
が
わ
か
ら
な

い
」、
「
売
り
上
げ
が
大
き
く

減
少
し
て
い
る
」、
「
生
活
に

困
っ
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ

た
声
が
届
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に

関
連
し
た
相
談
窓
口
の
拡
充

を
要
望
す
る
。
さ
ら
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
一

環
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
な
負
担
軽
減
の
た

め
の
学
校
給
食
費
無
償
化
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

要
望
す
る
。



問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
長
期
の
学
校

臨
時
休
業
で
、
こ
ど
も
達
の

学
習
の
遅
れ
を
心
配
す
る
が
、

今
後
の
対
応
を
問
う
。

答　

こ
ど
も
達
や
教
職
員
の

健
康
と
安
全
を
第
一
に
考
え

た
上
で
、
夏
季
休
業
期
間
を

短
縮
し
て
授
業
に
充
て
、
学

習
指
導
要
領
で
定
め
ら
れ
て

い
る
年
度
内
に
学
ぶ
べ
き
学

習
内
容
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
、
こ
ど
も
達
を
誰

ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

学
び
を
保
障
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
第
２
波
等
が
来
た
場

合
の
家
庭
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
学
習
に
つ
い
て
問
う
。

答　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環
境

を
整
え
る
た
め
に
端
末
が
整

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
が
、
通
信
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
貸
与

す
る
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
の
整

備
、
学
校
か
ら
の
遠
隔
学
習

機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
使

用
す
る
カ
メ
ラ
や
マ
イ
ク
等

問　

災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
疑
い
が
あ
る
方
が

出
た
場
合
の
対
応
を
問
う
。

答　

大
阪
府
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
編
に
基
づ

き
、
速
や
か
に
隔
離
し
、
症

状
を
聞
き
取
っ
た
上
で
、
保

健
所
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
医
療
機
関
へ
引
き
継
ぐ

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

要
望　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難

所
運
営
は
、
い
か
に
３
密
を

問　

小
中
学
校
の
給
食
費
を

無
償
化
に
す
る
考
え
を
問
う
。

答　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

対
策
が
長
期
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
他
の
自
治
体
の
動

向
を
調
査
し
、
関
係
部
局
と

も
連
携
を
取
り
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

要
望　

府
内
の
約
４
割
の
自

治
体
が
無
償
化
等
の
援
助
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
検
討
さ
れ
た
い
。
小

学
校
で
４
０
５
０
円
か
ら

４
２
５
０
円
、
中
学
校
で

の
通
信
装
置
の
整
備
、
家
庭

か
ら
機
器
を
接
続
し
て
学
校

と
同
じ
教
材
を
継
続
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
学
習
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
計
画
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
整
備
す

る
こ
と
で
あ
る
程
度
対
応
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

自
宅
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

の
実
現
を
大
い
に
期
待
す
る
。

　

今
後
も
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
を
進
め
て
学
習
活
動
の

一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教

職
員
の
負
担
緩
和
の
た
め
に

も
教
員
免
許
を
持
つ
学
生
の

協
力
を
大
学
に
求
め
る
な
ど
、

人
材
支
援
策
の
検
討
を
要
望

す
る
。

避
け
ら
れ
る
か
が
課
題
と
な

る
。
学
校
の
体
育
館
は
、
主

な
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
た
場
合
に
把
握
し
や

す
く
、
さ
ら
に
は
空
調
が

整
っ
て
い
る
教
室
を
優
先
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
か
。
今
後
研
究
を
進

め
、
全
庁
一

丸
と
な
っ
て

取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

４
７
０
０
円
の
給
食
費
を
徴

収
さ
れ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

で
打
撃
を
受
け
た
保
護
者
の

負
担
感
は
大
き
い
と
考
え
る
。

休
業
中
、
即
席
ラ
ー
メ
ン
等

の
簡
易
食
の
こ
ど
も
た
ち
が

多
く
お
り
、
せ
め
て
コ
ロ
ナ

終
息
ま
で
給
食
を
無
償
化
・

半
額
補
助
を
と
の
声
も
あ
る
。

早
急
に
検
討

し
、
給
食
費

無
償
化
の
実

施
を
強
く
要

望
す
る
。

い
も
の
か
。
今
後
研
究
を
進

く
要
望
す
る
。



※会派人数や四半期ごとの交付請求の有無により、交付額に差があります。

会　派　名
自由民主党

至誠会
公明党 維新の会

自由民主党

政新会

女性超党派

りんどう

会派に属さない議員

橋本 満夫 山本 修広

交付額（利子含む） 1,920,007 1,440,007 1,440,007 960,004 960,005 480,002 240,000

支　
　

出　
　

内　
　

訳

調 査 研 究 費 0 0 0 0 0 0 0

研 修 費 265,200 72,340 0 85,740 155,200 0 0

調 査 旅 費 456,265 11,660 194,300 78,440 0 0 0

資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0

資 料 購 入 費 38,436 2,500 0 109,422 0 25,430 0

広 報・ 広 聴 費 0 16,000 0 0 0 9,342 0

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0

要請・陳情活動費 169,080 84,290 28,070 84,540 0 0 0

支　　出　　額 928,981 186,790 222,370 358,142 155,200 34,772 0

返　　還　　額 991,026 1,253,217 1,217,637 601,862 804,805 445,230 240,000

詳しい収支報告書につきましては、柏原市議会ホームページに掲載しております。
http://www.city.kashiwara.osaka.jp/docs/2016070600048/

〔単位：円〕

　政務活動費は、議員が調査研究に資するための必要な経費の一部として交付されるものです。

本市議会では、「柏原市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、交付請求により議員一

人につき月額４万円を交付しています。柏原市議会では平成１９年から政務活動費の使途を明

確化するため、収支報告書に領収書と会計帳簿の添付を義務付け、透明性の確保に努めています。

○▶令和２年第２回定例会では、「議案第 52 号柏原市自動車駐車場条例の
一部改正について」に対し、賛成討論 3件・反対討論 2件の計 5件の
討論が行われました（採決の結果は 8ページに掲載）。
　　※ 6月 25 日最終日の本会議映像にてご覧いただけます。

https://youtu.be/qEglHOSv-kU

　討論とは、本会議に提出された議案に対して、採決前に、議員が「賛成」

又は「反対」の立場で、他の議員に自己の意見への賛同を働きかけるため、

自らの賛否を理由等とともに表明することです。

　議案に賛成の場合は「賛成討論」、反対の場合は「反対討論」となります。

　複数の議員が討論を行うときは、賛成討論と反対討論を交互に行いますが、

討論を行う議員が 1 人だけのときなど、いずれか一方だけの場合もあります。



編集：柏原市議会広報委員会　　委員長：峯弘之　副委員長：大木留美　　梅原壽恵　山口由華　山下亜緯子　寺田悦久　

月　　日 会　議　名 内　　容

9月  1日（火） 本 会 議 議案説明

9月14日（月） 本 会 議 会派代表質疑・質問

9月15日（火） 本 会 議 会派代表質疑・質問

9月17日（木） 総務産業委員会 付託議案審査

9月23日（水） 厚生文教委員会 付託議案審査

9月29日（火） 本 会 議 委員長報告・採決

※会議は午前10時から始まります。※会議の日程は、新型コロナ
ウイルス感染症への対応等により変更する場合があります。

議
案
番
号

議　　　案　　　名
議
決
結
果

自由民主党
至　誠　会 公 明 党 維新の会 自由民主党

政新会
女性超党派
りんどう

個
人

個
人

奥
山　
　
渉

大
坪　
教
孝

寺
田　
悦
久

乾　
　
　
一

大
木　
留
美

新
屋　
広
子

中
村　
保
治

峯　
　
弘
之

梅
原　
壽
恵

鶴
田　
将
良

田
中　
秀
昭

山
下
亜
緯
子

山
口　
由
華

岸
野
友
美
子

山
本　
修
広

橋
本　
満
夫

報告第 2 号 専決処分報告について「専決第２号　損害賠償の額の決定及び和解について」 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第 3 号 専決処分報告について「専決第３号　柏原市市税条例等の一部改正について」 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第 4 号 専決処分報告について「専決第４号　令和元年度柏原市一般会計補正予算（第１０号）」 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第 5 号　　専決処分報告について「専決第５号　柏原市国民健康保険条例及び柏原市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について」 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第 6 号 専決処分報告について「専決第６号　令和２年度柏原市一般会計補正予算（第１号）」 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第 7 号 専決処分報告について「専決第７号　令和２年度柏原市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）」 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第 8 号　　専決処分報告について「専決第８号　令和２年度柏原市一般会計補正予算（第２号）」 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第 9 号 専決処分報告について「専決第９号　柏原市市税条例の一部改正について」承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第10号 専決処分報告について「専決第１０号　柏原市自転車駐車場条例の一部改正について」 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第11号　　令和元年度柏原市一般会計予算の継続費繰越計算報告について 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第12号 令和元年度柏原市一般会計予算の繰越明許費繰越計算報告について 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第13号　　令和元年度柏原市一般会計予算の事故繰越し繰越計算報告について 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

報告第14号　　令和元年度柏原市下水道事業会計予算の繰越しについて 報告 － － － － － － － － － － － － － － －

議案第28号 大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第29～42号　　農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 〇 〇 〇 ◇ 〇 ◇ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第43～46号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第47号　　柏原市手数料条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第48号　　柏原市市税条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第49号　　柏原市介護保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第50号　　柏原市国民健康保険条例及び柏原市介護保険条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第51号　　柏原市自転車駐車場条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号　　柏原市自動車駐車場条例の一部改正について 否決 × 〇 × × × 〇 〇 × × ×

議案第53号　　柏原市立堅下北スポーツ広場条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第54号　　柏原市病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号　　令和２年度柏原市一般会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号　　令和２年度柏原市一般会計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号　　令和２年度柏原市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第58号　　令和２年度柏原市市立柏原病院事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第59号　　令和２年度柏原市市立柏原病院事業会計補正予算（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号 令和２年度柏原市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第61号 業務委託契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第62号 市長の給料月額及び退職手当の特例に関する条例及び特別職の職員の給料月額の特例に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第63号 令和２年度柏原市一般会計補正予算（第５号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出第1号 柏原市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員提出第2号 議会の議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

○
討

○
討

×
討

○
討

×
討

・議長は全ての議案に対し賛否を表明しません。　・討論を行った議員は「討」と表記しています。
・賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」、議決不要案件は「－」と表記しています。
・会派に属さない議員は「個人」と表記しています。・「◇」は自己に関連する議案のため除斥となります。

　全国市議会議長会第９６回定期総会において、

山下亜緯子議員が正副議長４年表彰、橋本満夫

議員、寺田悦久議員、乾一議員が議員１５年表彰、

田中秀昭議員が議員１０年表彰を受章されました。

　また、乾一議員は、5 月 3 日に大阪府知事表彰

を受けられました。

　これらの表彰は、市政の振興に努められ、その功

績が著しいものがあるとして表彰されたものです。


